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12月織田コミュニティセンター落成織田コミュニティセンター落成

衆議院議員総選挙・
最高裁判所裁判官国民審査投票日
衆議院議員総選挙・
最高裁判所裁判官国民審査投票日

越前かにまつり越前かにまつり
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地域コミュニティ活動の拠点地域コミュニティ活動の拠点

織田コミュニティセンター落成
１２月１６日㈰は

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査

の投票日です。

〒916ｰ0292　越前町織田36ｰ1
☎36ｰ1111（代）　FAX36ｰ1117
利用時間：午前8時30分から午後10時まで
休 館 日：12月29日から翌年1月3日まで

業務時間：午前8時30分から午後5時30分
休 業 日：土曜日、日曜日、祝日、年末年始

時　間　午前7時から午後8時まで　（※印の投票所は午後7時まで）
場　所　町内26投票所（投票所は、各自の入場券に記載されています。）

投票日に仕事や旅行などで投票に行けない人は、期日前投票ができます。

　都道府県の選挙管理委員会の指定する病院、老人ホームなどの施設に
入院している人は、その施設内で不在者投票ができます。
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳または介護保険の被保険者証の交付を受
けている人は、障害の程度により自宅で郵便などによる投票ができます。
　その他、ご不明な点がありましたら下記までお問い合わせください。

期　間　12月5日（水）～ 12月15日（土）
※ただし最高裁判所裁判官国民審査は、12月9日（日）からとなります。

時　間　午前8時30分より午後8時まで
場　所　・越前町役場
　　　　・宮崎コミュニティセンター
　　　　・越前コミュニティセンタ－
　　　　・織田コミュニティセンター

※期日前投票は、4投票所どこでも投票できます。
※本人確認のため、投票所へは各自入場券（入場券が届くまでに期日
前投票をされる人は、免許証または保険証など）をご持参ください。

　11月24日、織田コミュニティセンターの落成式が行われ、12月3日から新しいコミュニティセンターが
開館します。
　このコミュニティセンターは、住民窓口サービスや生涯学習センター機能に加え、各種団体などの地域
コミュニティの活動の拠点として、いつでも気軽に訪れ利用できる施設となっています。健康福祉、生涯
学習、文化芸術など町民の皆さんのさまざまな活動にご利用ください。

▲1F 調理室 ▲1F 和室

▲2F ロビー・交流サロン▲1F 多目的ホール

　選挙は、私たちの意見を政治に反映させるための大切な手段であり、
最も重要な権利のひとつです。
　当日、投票に行けない人は、期日前投票ができますので下記の日程に
て投票してください。
　ルールを守り、明るくきれいな選挙を実現し、必ず投票へ行きましょう。

第1投票所　越前町生涯学習センター
第2投票所　朝日中学校陽光館
第3投票所　朝日北保育所　
第4投票所　朝日南保育所
第5投票所　常磐小学校
第6投票所　朝日農村環境改善サブセンター
第7投票所　朝日西保育所
第8投票所　奥糸生集会施設
第9投票所　宮崎コミュニティセンター

第10投票所　小曽原保育所
第11投票所　陶の谷保育所
第12投票所　宮崎中学校
第13投票所　すいせん研修館
第14投票所　玉川地区集会施設
第15投票所　越前サブコミュニティセンター
第16投票所　新保地区集会施設
第17投票所　小樟地区集会施設
第18投票所　厨地区集会施設

第19投票所　白浜地区集会施設
第20投票所　米ノ地区集会施設
第21投票所　織田農村環境改善センター
第22投票所　平等婦人の家
第23投票所　山中児童館
第24投票所　萩野小学校
第25投票所　笈松集落センター（※）
第26投票所　上戸集落センター（※）

■ 織田コミュニティセンター
　 ☎36ｰ1111（代）
・コミュニティセンターの予約受付
・地域コミュニティ活動への支援
・地区区長会・防災事務　など

■ 織田住民サービス室
　 ☎36ｰ7711（直）
・各種証明書の交付
・各種届出・申請書の受付
・町税・各種使用料の収納　など

■ 生涯学習センター織田分館
　 ☎36ｰ7712（直）
・体育館等の予約受付
・社会教育団体の育成
・生涯学習講座の開設　など

■ 織田地域コミュニティ事務局
　 ☎36ｰ7710（直）
・織田地域コミュニティ運営委員会の事務

業務内容

投票時間・場所

期日前投票

不在者投票

越前町選挙管理委員会　☎34－8700（総務課内）問合せ先



広報えちぜん 4平成24年12月号

T
O
P
I
C
S

え
ち
ぜ
ん

5 広報えちぜん
平成24年12月号

　11月10日・11日、福井県立ホッケー場およ
び越前町立人工芝ホッケー場で、JOCジュニア
オリンピックカップ　第13回全日本中学生都道
府県対抗11人制ホッケー選手権大会が開かれ、
全国から男子20チーム、女子18チームが参加
し熱戦が繰り広げられました。
　福井県女子チームは、2回戦、準々決勝、準
決勝と失点を許さない完璧な試合はこびで勝利
し、決勝へ進出しました。
　決勝でも安定した強さをみせ、山形県を4対0
で破り、9年ぶり2回目の優勝を手にしました。

　福井県男子チームは、2回戦、準々決勝、準
決勝と確実に勝利し決勝へ進出しました。
　決勝では、昨年度優勝している強豪の滋賀県
との対戦でしたが、延長戦にもつれ込む大接戦
となり、延長戦でも決着がつかず、PS戦へ（サッ
カーでいうPK戦）。PS戦も一進一退の攻防と
なりましたが、惜しくも3対4で敗れ準優勝とな
りました。
　今大会は、男女とも決勝に進出するという大
健闘で、会場は多くの観客・応援で大変な盛り上
がりをみせました。

【女子の部】
2 回 戦　福井県　５－０　山梨県
準々決勝　福井県　８－０　静岡県
準 決 勝　福井県　１－０　富山県
決　　勝　福井県　４－０　山形県

対戦結果
【男子の部】
2 回 戦　福井県　５－０　山形県
準々決勝　福井県　８－０　愛知県
準 決 勝　福井県　２－０　島根県
決　　勝　福井県　０－０　滋賀県
　　　　　　延長　０－０
　　　　　　ＰＳ　３－４

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第13回全日本中学生都道府県対抗11人制ホッケー選手権大会

福井県女子優勝！男子準優勝！

　

今
年
度
、
越
前
町
で
活
動
す
る
社
会
人
チ
ー
ム
「
福
井
ク

ラ
ブ
」
が
、
国
内
最
高
峰
の
リ
ー
グ
で
あ
る
日
本
リ
ー
グ
に

参
戦
し
ま
し
た
。

　

6
月
2
日
か
ら
10
月
14
日
ま
で
の
4
か
月
間
に
わ
た
り
、

上
位
6
チ
ー
ム
の
み
が
参
加
で
き
る
プ
レ
ー
オ
フ
を
目
指

し
、
全
12
チ
ー
ム
で
リ
ー
グ
戦
を
戦
い
ま
し
た
。

　

福
井
ク
ラ
ブ
は
、
前
半
戦
は
厳
し
い
戦
い
ば
か
り
で
、
な

か
な
か
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
福
井
シ
リ
ー
ズ
で
は
2
勝

し
、
そ
こ
か
ら
快
進
撃
が
始
ま
り
ま
し
た
。
10
月
14
日
の
最

終
戦
、
小
矢
部
レ
ッ
ド
オ
ッ
ク
ス
（
富
山
県
）
に
勝
利
し
、

通
算
成
績
6
勝
2
分
3
敗
で
5
位
と
な
り
、
プ
レ
ー
オ
フ
進

出
を
決
め
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
オ
フ
の
1
回
戦
は
天
理
大
学
ベ
ア
ー
ズ（
奈
良
県
）

で
、
延
長
戦
ま
で
も
つ
れ
込
む

接
戦
の
す
え
、
4
対
3
で
勝
利

し
準
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
日
本
代
表
を
多

く
有
す
る
名
古
屋
フ
ラ
ー
テ
ル

ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
（
愛
知
県
）

と
の
対
戦
で
し
た
が
、
力
及
ば

ず
5
対
0
で
負
け
ま
し
た
。

　

3
位
決
定
戦
で
は
岐
阜
朝
日

ク
ラ
ブ
（
岐
阜
県
）
と
対
戦
し

ま
し
た
が
、
4
対
1
で
負
け
、

最
終
成
績
4
位
と
い
う
成
績
で

シ
ー
ズ
ン
を
終
了
し
ま
し
た
。

高
円
宮
牌
２
０
１
２
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
リ
ー
グ

福
井
ク
ラ
ブ
4
位
入
賞
！

　

11
月
8
日
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
県
警
本
部
長
賛
辞
の

伝
達
式
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
交
通
安
全
意
識

の
高
さ
と
、
日
ご
ろ
か

ら
交
通
安
全
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
る
各
種

団
体
の
皆
さ
ん
の
活
動

の
た
ま
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
交
通
事

故
を
防
ぎ
安
全
な
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
、
交

通
安
全
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

10
月
11
日
、
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、
6
年

の
長
き
に
わ
た
り
人
権

教
室
や
啓
発
運
動
、
人

権
相
談
な
ど
に
取
り
組

み
活
躍
さ
れ
た
寺
井
宣

子
さ
ん
（
中
）
に
、
法

務
大
臣
か
ら
そ
の
功
績

を
称
え
、
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
4
日
、
町
営
越
前
体
育
館
で
越
前
町
防
犯
隊
の
錬
成

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
隊
員
約
１
６
０
人
が
参
加
し
、
関
町
長
や
山

本
町
議
会
議
長
、
牧
野
鯖
江
警
察
署
丹
生
分
庁
舎
長
か
ら
観

閲
を
受
け
た
あ
と
、
防
犯
活
動
に
活
躍
し
た
隊
員
の
表
彰

と
、
長
年
防
犯
隊
員
と
し
て
活
動
し
、
今
年
退
任
さ
れ
た
皆

さ
ん
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鯖
江
警
察
署
生
活
安
全
課
に
よ
る
薬
物
に
関
す

る
講
演
な
ど
も
行
わ
れ
、
防
犯
隊
の
組
織
強
化
と
資
質
向
上

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
1
年
達
成

法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
贈
呈

越
前
町
防
犯
隊
錬
成
大
会

　

11
月
3
日
、
福
井
市
の
ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い
で
第
3
回
福

井
県
消
防
団
員
意
見
発
表
会
が
開
か
れ
、
鯖
江
・
丹
生
消
防

組
合
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
越
前
消
防
団
朝
日
地
区
第
1

分
団
員
三
村
彰
信
さ
ん
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
全
国
の
各
地
域
で
活
躍
す
る
若
手
・
中

堅
消
防
団
員
が
消
防
団
活
動
に
関
す
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
活
動
の
一
層
の
推

進
・
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
表
会
に
出
場
し
た

三
村
さ
ん
は
、「
私
の
誇

り　

消
防
団
」と
題
し
、

厳
し
い
消
防
操
法
訓
練

か
ら
学
ん
だ
努
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
や
仲
間

と
の
絆
な
ど
の
思
い
を

語
り
、
最
後
は
地
域
を

守
る
消
防
団
の
魅
力
を

伝
え
、
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

受
賞
直
後
は
、
こ
れ
か
ら
も
消
防
団
活
動
を
と
お
し
て

「
自
分
の
住
む
越
前
町
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
貢
献
し
た

い
」
と
喜
び
を
噛
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　

越
前
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

我
こ
そ
は
！
と
い
う
方
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合　

丹
生
分
署　

☎
３
６ｰ

０
１
１
９

福
井
県
消
防
団
員
意
見
発
表
会

　

朝
日
地
区
第
1
分
団
員

三
村
彰
信
さ
ん
が
優
秀
賞
受
賞

発表する三村団員

寺井さん（前・中央）
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（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
・
強
化
を
図
る
た
め
の
備
品
な
ど

の
整
備
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
米
ノ
区
と
萩
野

ふ
る
さ
と
太
鼓
保
存
会
の
2
団
体
が
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
を
受
け
ま
し
た
。

　

米
ノ
区
は
、
か
れ
い
公
園
に
健
康
遊
具
4
基
を
設
置
し
、

萩
野
ふ
る
さ
と
太
鼓
保
存
会
で
は
、
太
鼓
の
新
規
購
入
と
既

存
太
鼓
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
４

　

10
月
28
日
、
丹
生
高
校
お
よ
び
朝
日
中
学
校
の
生
徒
な
ら

び
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
約
１
４
０
人
が
、

学
校
周
辺
の
バ
ス
停
や
公
園
、
道

の
駅
や
光
道
園
な
ど
9
か
所
で
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
雨
が
混
じ
る
中
、
生
徒
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
ら
は
約
1
時
間
、
学
校

周
辺
施
設
の
落
ち
葉
拾
い
や
ご
み

拾
い
、
ト
イ
レ
掃
除
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
・
16
日
に
町
営
朝
日
総
合
運
動
場
人
工
芝
ホ
ッ

ケ
ー
場
で
、
第
24
回
中
部
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

15
日
は
雨
の
降
る
寒
い
中
で
の
大
会
に
な
り
ま
し
た
が
、

寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
が
各
コ
ー
ト
で

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
16
日
に
は
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ

越
前
町
か
ら
出
場
し
た
し
た
フ
レ
ッ

シ
ュ
が
第
3
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

ス
マ
イ
リ
立
山 （
富
山
県
）

準
優
勝　

宮
保
Ａ 

（
富
山
県
）

第
3
位　

鯖
江
ク
ラ
ブ
Ｘ （
福
井
県
）

第
3
位　

フ
レ
ッ
シ
ュ 

（
福
井
県
）

丹
生
高
校
・
朝
日
中
学
校
生
徒
ら
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

中
日
旗
争
奪
第
24
回
中
部
日
本

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

「
宝
く
じ
助
成
金
」で
整
備

　

10
月
27
日
、
秋
晴
れ
の
好
天
の
も
と
、
宮
崎
地
区
農
村
広

場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
8
回
越
前
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
48
チ
ー
ム
１
５
５
人
に
よ
る
熱

戦
の
結
果
、
次
の
チ
ー
ム
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

田
中
Ａ　

 　
　
（
朝
日
地
区
）

準
優
勝　

ブ
ル
ー
ス
カ
イ （
織
田
地
区
）

第
3
位　

気
比
庄
Ｂ　

 　
（
朝
日
地
区
）

第
4
位　

な
ぎ
さ　
　
　

 （
越
前
地
区
）

交
流
の
部

ゾ
ー
ン
賞 

さ
さ
む
し
、
気
比
庄
Ａ
、
波
の
花
、
横
山
Ｃ
、

横
山
Ｅ
、
日
本
海
、
越
前
岬
、
み
の
り
Ａ
、

明
神
Ａ

（
９
チ
ー
ム
）

第
8
回
越
前
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会入賞された皆さん

☆一般コミュニティ助成事業☆

萩野ふるさと太鼓保存会

米ノ区

　

11
月
18
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
で
芥
川
賞
作
家

津
村
節
子
と
越
前
焼
を
語
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
、
17

日
・
18
日
に
は
同
時
開
催
と
し
て
北
野
七
左
衛
門
回
顧
展
・

一
門
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
北
野
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
説

「
炎
の
舞
い
」
の
作
家
津
村
節
子
さ
ん
と
北
野
さ
ん
の
長
男

左
京
さ
ん
、
越
前
焼
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
委
員

長
司
辻
光
男
さ
ん
、
北
野
さ
ん
の
一
門
の
山
路
茜
さ
ん
が
、

執
筆
当
時
の
北
野
さ
ん
の
思
い
出
や
越
前
焼
に
対
す
る
思
い

を
披
露
し
、
来
場
さ
れ
た
７
０
０
人
の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

回
顧
展
・
一
門
展
で
は
、
約
80
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
・
18
日
、
の
2
日
間
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越

前
駐
車
場
で
「
越
前
か
に
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
地
元
鮮
魚
店
な
ど
が
出
店
し
、
越
前
が
に
は

も
ち
ろ
ん
新
鮮
な
魚
介
類
が
市
価
よ
り
安
く
販
売
さ
れ
た
特

産
コ
ー
ナ
ー
や
、
か
に
丼
や
イ
カ
焼
き
な
ど
飲
食
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
多
く
の

来
場
者
で
大
変
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
あ
い

に
く
の
雨
で
し
た
が
、

越
前
海
岸
の
豪
華
な
特

産
品
が
当
た
る
日
本
海

大
抽
選
会
や
、
格
安
の

「
セ
イ
コ
ガ
ニ
汁
」
販

売
で
は
行
列
が
出
来
る

大
盛
況
で
し
た
。

　

10
月
31
日
、
越
前
町
織
田
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ラ
イ
ズ
織

田
）
で
、
宿
泊
・
飲
食
関
係
に
従
事
す

る
サ
ー
ビ
ス
業
30
人
が
参
加
し
、「
お

も
て
な
し
研
修
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
観
光
客
が
一
年
で
最
も

多
く
訪
れ
る
冬
季
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

観
光
客
を
温
か
く
お
迎
え
し
、
越
前
町
を
十
分
に
堪
能
し
て

い
た
だ
き
、
次
回
も
越
前
町
を
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
町
全
体
で
更
な
る
お
も
て

な
し
の
向
上
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

「
炎
の
舞
い
と
越
前
焼
の
ふ
る
里
」

越
前
か
に
ま
つ
り

「
越
前
町
お
も
て
な
し
研
修
会
」

　

11
月
7
日
、（
仮
称
）
道
の
駅
「
越

前
」
エ
リ
ア
基
本
構
想
検
討
委
員
会

の
壁
下
喜
平
委
員
長
と
福
岡
啓
二
副

委
員
長
が
、
道
の
駅
エ
リ
ア
に
関
す

る
基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め
た
答
申

書
を
町
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

答
申
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス

越
前
、
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
既
存
の
施
設
を
活
用
し
、

越
前
海
岸
や
温
泉
、海
の
幸
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
「
憩
」

「
食
」「
買
」「
知
」「
備
」
の
五
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
施
設

を
整
備
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
は
、
県
と
町
が
平
成
26
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

整
備
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
町
は
答
申
を
ふ
ま
え
ド
ラ
イ

バ
ー
の
休
憩
所
と
し
て
、
ま
た
特
産
品
の
販
売
や
観
光
情
報
な

ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
施
設
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）道
の
駅 「
越
前
」

エ
リ
ア
基
本
構
想
の
答
申
書
を
提
出
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11
月
11
日
、
越
前
町
国
際
交
流
協
会
の
一
大
恒
例
イ
ベ
ン

ト「
越
前
町
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
料
理
コ
ー
ナ
ー
・
交

流
体
験
発
表
・
生
活
支
援
バ
ザ
ー
ル
な
ど
、
国
籍
を
問
わ
ず
、

大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め
る
も
の
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
明
神
ば
や
し
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
行
わ
れ
、
会
場
全
体
の
雰
囲
気
が
一
気
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
着
付
け
・
民
族
衣
装
、
日
本
の
遊
び
、

キ
ッ
ズ
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
ど
れ
も

お
互
い
引
け
を
取
ら
な
い
程
の
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

　

料
理
コ
ー
ナ
ー
は
、
日
本
料
理
と
外
国
料
理
の
2
つ
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
料
理
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
「
筍
ご
飯
」
や
「
う
ど
ん
」、外
国
料
理
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
春
巻
き
（
中
国
）」
や
「
ア
ン
ザ
ッ
ク
・
ク
ッ
キ
ー
（
豪
州
）」

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
体
験
発
表
で
は
、
米
国
を
訪
問
し
て
の
感
想
や
、
タ

イ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
来
た
生
徒
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
た
時
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
外
国

人
向
け
生
活
支
援
バ
ザ
ー
ル

が
行
わ
れ
、
開
始
と
同
時
に
、

バ
ザ
ー
ル
会
場
は
多
く
の
人

で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
欲
し
い
商
品
を
手
に
、

他
に
も
掘
り
出
し
物
は
無
い

か
と
真
剣
な
表
情
で
商
品
に

目
を
向
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
越
前
中
学
校
に
国
の
学
校
安
全
防
災
推
進
事

業
を
活
用
し
モ
デ
ル
的
に
緊
急
地
震
速
報
装
置
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
装
置
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
よ
り
も
早
く
現
地
で
の

予
想
震
度
や
到
達
時
間
を
校
内
放
送
で
知
ら
せ
、
よ
り
早
い

避
難
を
可
能
に
す
る
も
の
で
、
防
災
教
育
や
大
規
模
地
震
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
に
も
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
越
前
中
学
校
と
織
田
中
学
校
に
は
簡
易
放
射
線
測

定
器
が
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
測
定
器
は
、
身
近
な
物
や
そ
の
場
所

の
放
射
線
量
を
測
定
し
、
放
射
線
の
性
質
や
人
体
へ
の
影

響
、
利
用
方
法
な
ど
の
授
業
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
よ
う
な

新
た
な
教
材
を
使
っ
た
、

実
践
的
・
先
進
的
な
防

災
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
に
よ
り
、
生
徒
た

ち
の
理
解
が
深
ま
り
、

意
識
が
向
上
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

防
災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
推
進
に
向
け
て

簡易放射線測定器 緊急地震速報装置

　

11
月
12
日
、
朝
日
中
学
校
で
給
食
の
試
食
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
学
校
に
お
い
て
、
安
全
で
安
心
な
給
食
が
提
供
さ
れ

て
い
る
か
、
味
付
け
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
適
正
で
あ
る
か
確

認
す
る
た
め
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
が
企
画

し
た
も
の
で
、
生
徒
た
ち
が
普
段
食
べ
る
も
の
と
同
じ
条
件

で
試
食
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
越
前
町
の
地
場
産
物
を
豊
富
に
使
用

し
た
海
土
里
（
み
ど
り
）
ち
ゃ
ん
献
立
で
、
あ
ず
き
ご
飯
、

白
菜
の
み
そ
汁
、
め
ぎ
す
の
か
ぼ
ち
ゃ
衣
揚
げ
、
秋
野
菜
の

煮
物
、
み
か
ん
、
牛
乳
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
運
営
委
員
の

皆
さ
ん
の
ほ
か
、
関
町
長
、
爲
國
副
町
長
も
参
加
し
、
生
徒

た
ち
と
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
お
い
し
い
給
食
を
堪
能
し

ま
し
た
。

生
徒
と
い
っ
し
ょ
に
給
食

　

10
月
28
日
、「
町
を
旅
す
る
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
越
前
町
国
際
交
流
協
会
が
主
催
し
、

町
内
の
各
施
設
を
ま
わ
り
、
外
国
人
の
皆
さ
ん
に
越
前
町
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。
今
年
は
、
福
井
県
陶
芸

館
を
訪
問
し
、
資
料
館
見
学
と
絵
付
け
体
験
を
し
た
後
、
抹

茶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

資
料
館
見
学
で
は
、
様
々
な
作
品
や
資
料
に
加
え
、
陶
芸

家
に
よ
る
ろ
く
ろ
を
使
っ
た
実
演
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
職
人
の
手
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
土
の
塊
が
鉢
へ
と
そ

の
姿
を
変
え
て
い
く
光
景
は
、
見
て
い
て
と
て
も
不
思
議
な

も
の
で
あ
り
、
参
加
者
は
驚
き
と
感
動
の
表
情
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。

　

絵
付
け
体
験
で
は
、
各
々
自
ら
の
感
性
に
身
を
任
せ
、
筆

を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
絵
付
け
し
た
湯
呑
み
は
、
後
日
世

界
に
一
つ
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル

湯
呑
み
と
し
て

焼
き
上
が
っ
た

状
態
で
、
参
加

者
の
手
元
に
届

け
ら
れ
ま
す
。

ど
の
作
品
も
そ

の
日
が
待
ち
遠

し
く
な
る
よ
う

な
、
素
晴
ら
し

い
出
来
栄
え
で

し
た
。

　

11
月
1
日
、
第
38
代
水
仙
娘
に
選
ば
れ
た
、
越
前
町
の
小

林
愛
さ
ん
（
21
歳
）、
福
井
市
の
小
川
知
恵
さ
ん
（
22
歳
）、

越
前
町
の
中
橋
暁
子
さ
ん
（
25
歳
）
の
3
人
が
役
場
を
訪
れ
、

関
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

役
場
で
は
、
関
町
長
に
「
越
前
町
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
た
く
さ
ん
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

3
人
は
、
来
年
1
月
の
第
38
回
水
仙
ま
つ
り
に
向
け
、
県

内
・
中
京
・
関
西
・
東
京
へ
と
各
地
に
出
向
宣
伝
に
出
か
け

ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
に
越
前
水
仙
や
水
仙
ま
つ
り
、
そ
し
て
越

前
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
発
信
し
ま
す
。

町
を
旅
す
る

「
第
38
代
」水
仙
娘
表
敬
訪
問

　

11
月
2
日
か
ら
11
月
4
日
の
3
日
間
、
町
内
小
学
校
の
児

童
16
人
と
引
率
者
4
人
が
、
福
岡
県
み
や
ま
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。
こ
の
交
流
事
業
は
、
平
成
6
年
7
月
に
「
幸
若
舞
」

の
縁
で
結
ば
れ
た
福
岡
県
み
や
ま
市
（
旧
瀬
高
町
）
と
の
姉

妹
縁
組
を
き
っ
か
け
と

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

訪
問
中
、
山
川
製
蝋

合
資
会
社
で
の
和
ろ
う

そ
く
作
り
体
験
や
、
み

や
ま
市
の
児
童
と
一
緒

に
行
っ
た
ゲ
ー
ム
交

流
、
幸
若
舞
鑑
賞
、
清

水
山
散
策
、
み
か
ん
狩

り
等
を
通
し
て
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

来
年
2
月
に
は
、
み

や
ま
市
か
ら
越
前
町
に

児
童
が
や
っ
て
来
て
、

今
回
参
加
し
た
児
童
と

交
流
す
る
予
定
で
す
。

交
流
を
終
え
て
越
前
町

に
帰
っ
て
き
た
直
後
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加

児
童
た
ち
は
、
も
う
既

に
来
年
の
交
流
が
待

ち
き
れ
な
い
様
子
で
し

た
。 第

18
回
越
前
町
・
み
や
ま
市
児
童
交
流
事
業

◀小川知恵さん（左）、
　小林愛さん（中央）、
　中橋暁子さん（右）

▲関町長に
　あいさつする水仙娘

大江天満神社の舞堂で記念撮影 みかん狩りの様子

着付けコーナー

２
０
１
２
越
前
町
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9
月・祝 火 水 木 金 土 日 月 火・祝 水 木 金 土 日 月 火 水

朝日
地区

可 燃 ご み ×
12/25 ○ ○ ○ ×

1/4 ○ ○

プラスチック製容器 ×
1/8 ○

不燃ごみ・空き缶・空きびん・
乾電池類・スプレー缶 ○ × ○

ペットボトル・
蛍光灯・紙パック × ○

※ 朝日地区の可燃ごみの最終収集日は、12月31日（月）です。1月3日（木）の可燃ごみは休みで、翌日の1月4日（金）に収集します。
※ プラスチック製容器は第1・3火曜日です。1月1日（火）は休みで、翌週の1月8日（火）に収集します。
※不燃ごみ・空き缶・空きびん・乾電池類・スプレー缶のごみは12月26日（水）が最終収集日です。1月2日（水）は休みで、翌週の1月9日（水）に収集します。

宮崎
地区

可 燃 ご み ×
12/25 ○ ○ ○ ×

1/4 ○ ○

不 燃 ご み ○
プラスチック製容器 ○ ○
食 用 油 ○
ペットボトル・空きびん・
乾電池類・スプレー缶・蛍光灯

×
12/25 ○

空 き 缶 ○ ○
※ 宮崎地区の可燃ごみの最終収集日は、12月31日（月）です。1月3日（木）の可燃ごみは休みで、翌日の1月4日（金）に収集します。

越前
地区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
不 燃 ご み ○ ○
プラスチック製容器 ○ ○
乾電池類・スプレー缶・蛍
光灯・空き缶・空きびん

×
1/8 ○

ペットボトル・新聞紙・
雑誌類・ダンボール類・
紙パック・繊維類

○

ト ロ 箱 ○ ○ ○
粗 大 ご み ○
有 料 粗 大 ご み ○

※ 越前地区の最終の可燃ごみ収集日は、12月31日（月）です。1月2日（水）の可燃ごみは休みで、1月4日（金）より収集します。
※ 1月1日（火）の乾電池類、スプレー缶、蛍光灯、空き缶、空きびんのごみは、お休みです。翌週の1月8日（火）に収集します。

織
田
地
区

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ×
1/4 ○ ○

プラスチック製容器 ○ ○
不燃ゴミ・乾電池類・
スプレー缶・空き缶・空きびん・
ペットボトル・紙パック

×
1/10

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ×
12/31 ○ ○

プラスチック製容器 ○ ○
不燃ゴミ・乾電池類・
スプレー缶・空き缶・空きびん・
ペットボトル・紙パック

×
1/11

※ 織田地区の最終の可燃ごみ収集日は、12月31日（月）です。（Ａ地区もＢ地区も収集します。ただし、Ｂ地区の1月1日（火）の
可燃ごみ収集は、休みです。）

※ 織田Ａ地区の1月3日（木）の可燃ごみは、翌日の1月4日（金）に収集します。
※ 織田地区の不燃ごみと資源ゴミの来年の最初の収集日は、Ａ地区は1月10日（木）、Ｂ地区は1月11日（金）に収集します。

自己搬入の場合は？

し尿収集の申込みは？

※×印は、収集休みの日です。○印は、収集日です。ご注意ください。

鯖江クリーンセンター（☎５１－２３１０）　　
年末12月30日（日）11:30まで（クリーンセンターへの持込は、粗大ゴミのみ）
年始1月4日（金）から通常営業です。

（有）ニュ－クリーン公社（☎３４－５５１２）
年内12月21日（金）までの申込で年内中の収集可　年始1月4日（金）から通常営業です。

～みんなでつくる地域コミュニティ～～みんなでつくる地域コミュニティ～
織田地域コミュニティ運営委員会

　10月24日、まちの防災研究会代表の松森和人氏
を講師に迎え、「災害から命を守るには」と題して講演
会を行いました。参加した各区長、運営委員は熱心
に耳を傾け、災害と防災に関する認識を深めました。
　今後、防災・減災の大原則である「自分の命は自分
で守る」という観点から、家具の固定化や非常持ち
出し袋の用意、避難所の確認など、できるところか
ら始めながら、地域の防災活動につなげていきたい
と思います。

災害から命を守る三か条
①あまく見ないこと。
自分だけは大丈夫だと思わない。

②正しく学ぶこと
災害の種類によって命を守る対処法は違
うということを理解する。

③つながること
隣・近所など周りの人たちと信頼関係を
築いておく。

　11月14日、糸生小5年生が小倉福寿会と赤米を使っ
た調理実習を行いました。
　これは、赤米の田植え・稲刈りのお手伝いをしても
らっているお礼にと行われたもので、自分たちで収穫し
た赤米を使ったおにぎり、お味噌汁などを一緒に作って
食べ、交流を深めました。

糸生小学校

　町内10箇所の保育所（園）で、食育活動の一環とし
て、お魚を使った体験が行われました。町漁協女性部の
協力で干しガレイ作り、干しイカ作り、解体見学や様々
な魚介類に触れるなど、多様な活動が行われました。
　初めて魚に触れる園児も多く、恐がる様子も見受けら
れましたが、最後には興味津々に両手で掴みあげるなど
していました。

織田保育所

問合せ先　保健衛生課　☎34 ｰ 8710
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永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
、

樺か
ら

太ふ
と

残
留
邦
人
の
皆
さ
ん
へ

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
60
歳
以

上
の
中
国
残
留
邦
人
や
樺
太
残
留
邦
人
に
対

し
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
の
受
付
期
間
は
、
要
件

に
当
て
は
ま
っ
て
か
ら
5
年
間
で
す
。
平
成
20

年
1
月
1
日
時
点
で
要
件
に
当
て
は
ま
っ
た
人

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
12
月
31
日
が
申
請
の

締
切
日
に
な
り
ま
す
。

１
．
明
治
44
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
21
年
12
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
※
）

２
．
永
住
帰
国
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
1
年
以

上
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
人

３
．
昭
和
36
年
4
月
1
日
以
後
に
初
め
て
永
住

帰
国
し
た
人

※
昭
和
22
年
1
月
1
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
で

も
、
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

〒
１
０
０ｰ

８
９
１
６

　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１ｰ

２ｰ

２

　

厚
生
労
働
省　

社
会
・
援
護
局
援
護
企
画
課

　

中
国
孤
児
等
対
策
室　

自
立
援
護
係

　

☎
０
３ｰ

５
２
５
３ｰ

１
１
１
１

（
内
線
３
４
６
８
）

　

☎
０
３ｰ

３
５
９
５ｰ

２
４
５
６
（
直
通
）

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を

民
間
委
託
し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
の
人
に
対
し
て
、
電
話
や
戸
別
訪
問

に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
免
除
な
ど
の
申
請
手

続
き
の
ご
案
内
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

　

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
委
託
業
者
名

　
　

東
京
ソ
フ
ト
（
株
）

☎
０
５
７
０ｰ

０
７
７ｰ

１
０
１　

※
平
成
25
年
2
月
が
契
約
更
新
時
期
と
な
る
た

め
、
委
託
業
者
に
つ
い
て
は
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
！

○
委
託
業
者
は
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行
し
た
納

付
書
に
よ
り
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払
い
し
て
い
た
だ

く
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
銀
行

口
座
を
指
定
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
よ
り
振

り
込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
委
託
業
者
が
戸
別
訪
問
す
る
場
合
、
顔
写
真

入
り
の
戸
別
訪
問
員
証
明
書
（
身
分
証
）
を

提
示
し
、
未
納
の
理
由
が
経
済
的
に
困
難
と

い
う
人
に
は
、
年
金
制
度
の
説
明
を
行
っ
た

う
え
で
免
除
等
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
行

い
ま
す
。
保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

武
生
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

☎
２
３ｰ

１
１
２
４

12
月
は
不
法
投
棄
等
防
止

啓
発
強
調
月
間
で
す

○
何
人
も
、
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
た
り
、

野
外
焼
却
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
自
分
の
土
地
に
廃
棄
物
を
み
だ
り
に
捨
て
た

場
合
も
不
法
投
棄
に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
廃
棄
物
処
理
法
違
反

で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
５
年

以
下
の
懲
役
、
１
，０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
さ
れ
ま
す
！

〜
不
要
品
回
収
業
者
に
渡
さ
な
い
〜

○
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
で
「
無
料
回
収
」
を
う
た

い
家
電
を
回
収
す
る
業
者
や
、
空
き
地
を
利

用
し
て
「
無
料
回
収
」
を
行
う
業
者
の
多
く

は
無
許
可
営
業
で
す
。

※
価
値
の
あ
る
部
分
だ
け
を
取
り
出
し
て
残
り

を
不
法
投
棄
す
る
な
ど
、
適
正
に
処
理
し
て

い
な
い
た
め
、
人
体
に
有
害
な
鉛
な
ど
は
垂

れ
流
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
野
ざ
ら
し

で
保
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
属
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
山
か
ら
出
火
し
、
大
規
模
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

○
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
だ
後
に
高
額
な
料
金
を
請
求

す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
を
見
つ
け

た
と
き
は
、
不
法
投
棄
１
１
０
番
、
最
寄
り

の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
役
場
や
警
察
署

（
交
番
・
駐
在
所
）
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

通
報
・
問
合
せ
先

　

不
法
投
棄
１
１
０
番

（
福
井
県
循
環
社
会
推
進
課
）

☎
０
７
７
６ｰ

２
０ｰ

０
５
８
４

　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー☎

５
１ｰ

０
０
３
４

　

保
健
衛
生
課　
　
　
　

 

☎
３
４ｰ

８
７
１
０

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」に
よ
る
寄
附

の
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

年
末
年
始
を
迎
え
、
故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
人
た
ち
の
帰
省
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

越
前
町
で
は
、
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
さ
ん

か
ら
、「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
よ
る
寄
附
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

越
前
町
に
帰
っ
て
き
た
人
と
の
ご
歓
談
の
際

に
は
、
こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
ぜ
ひ
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今

月
号
の
広
報
誌
と
一
緒
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
３
４ｰ

８
７
１
４

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

　

12
月
10
日
（
月
）
か
ら
16
日
（
日
）
は
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

我
が
国
の
国
民
的
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題
の

解
決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
応
は
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

男
女
共
同
参
画
室

　

☎
３
４ｰ

８
７
１
５

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　

期
間
中
、
県
警
察
本
部
や
交
通
安
全
関
係
団

体
な
ど
の
皆
さ
ん
が
県
内
の
交
差
点
な
ど
で
交

通
安
全
啓
発
活
動
や
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。

期　

間　

12
月
11
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　

12
月
20
日
（
木
）
ま
で
の
10
日
間

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
１

主
な
業
務

⑴
交
通
安
全
啓
発
活
動

・
街
頭
に
立
ち
、
小
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
歩

行
者
・
自
転
車
通
行
者
が
道
路
を
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

・
年
4
回
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
中
な
ど

に
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
街
頭
に
立

ち
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
各
種
団
体
の
依
頼
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
街
頭
や
会
場
内
に
立
ち
歩
行
者
の
安
全
を

確
保
し
ま
す
。

⑵
交
通
安
全
教
室

・
小
学
校
、
中
学
校
、
保
育
所
（
園
）
な
ど
で

開
か
れ
る
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
、
交
通

安
全
に
関
す
る
指
導
を
行
い
ま
す
。

募
集
地
区

　

越
前
地
区
、
織
田
地
区

申
込
・
問
合
せ
先

　

防
災
安
全
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
１

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査

　

平
成
24
年
12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
、
平

成
24
年
工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

12
月
上
旬
か
ら
1
月
中
旬
に
か
け
て
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、「
統
計
法
」（
国
の
統
計
に

関
す
る
基
本
的
な
法
律
）
に
基
づ
い
て
実
施
さ

れ
る
重
要
な
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

【
調
査
の
目
的
】

　

全
国
の
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と

し
、
事
業
所
数
、
従
業
者
数
、
製
造
品
出
荷
額

な
ど
を
産
業
別
、
規
模
別
、
地
域
別
な
ど
に
把

握
す
る
こ
と
で
、
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
工
業
に
関
す
る
施
策
の
基

礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
０

病
児
・
病
後
児
保
育
利
用
施
設
の

お
知
ら
せ

　

県
内
の
次
の
施
設

で
病
児
・
病
後
児
保
育

の
利
用
が
可
能
で
す
。

　

利
用
対
象
は
、
生

後
6
か
月
か
ら
お
お

む
ね
小
学
生
3
年
く

ら
い
ま
で
の
町
内
の

お
子
さ
ん
で
、
保
護
者
が
勤
務
ま
た
は
傷
病
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
に
利
用
で

き
ま
す
。

　

事
前
の
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
病

名
や
施
設
の
空
き
状
況
に
よ
っ
て
は
、
利
用
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
各
施
設
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

病
児
保
育
と
は
入
院
す
る
必
要
が
な
い
が
病

気
治
療
中
で
あ
り
集
団
保
育
が
で
き
な
い
児
童

を
一
時
的
に
保
育
し
ま
す
。
ま
た
病
後
児
保
育
と

は
病
気
が
治
癒
し
病
気
回
復
期
に
あ
り
集
団
保

育
が
で
き
な
い
児
童
を
一
時
的
に
保
育
し
ま
す
。

利
用
施
設

　

越
前
町

　
　

織
田
保
育
所
（
病
後
児
保
育
）

　
　

織
田
病
院
（
病
児
保
育
）☎

３
６ｰ

１
０
０
０

　

福
井
市

　
　

済
生
会
乳
児
院
（
病
後
児
保
育
）

☎
０
７
７
６ｰ

３
０ｰ

０
３
０
０

　
　

福
井
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
病
後
児
保
育
）

☎
０
７
７
６ｰ

２
１ｰ

１
３
０
０

　
　

愛
育
病
院
（
病
児
・
病
後
児
保
育
）

☎
０
７
７
６ｰ

５
４ｰ

５
７
５
７

　
　

大
滝
病
院
（
病
児
・
病
後
児
保
育
）

☎
０
７
７
６ｰ

２
３ｰ

３
２
１
５

　

勝
山
市

　
　
ク
リ
ニ
カ
・
デ
・
ふ
か
や（
病
児
・
病
後
児
保
育
）

☎
０
７
７
９ｰ

８
８ｰ

０
０
１
１

　

越
前
市

　
　

野
尻
医
院
（
病
児
・
病
後
児
保
育
）

☎
２
２ｰ

５
０
０
０

　

鯖
江
市

　
　

斉
藤
病
院
（
病
児
・
病
後
児
保
育
）

☎
５
１ｰ

０
５
９
３

　
　

丹
南
病
院
（
病
児
・
病
後
児
保
育
）

☎
０
８
０ｰ

６
３
６
７ｰ

６
５
６
７

利
用
料
金

　

1
日
利
用　

２
，０
０
０
円

　

半
日
利
用　

１
，０
０
０
円

　
（
第
3
子
以
降
3
歳
未
満
児
は
無
料
と
な
り

ま
す
。）

問
合
せ
先　

各
施
設
ま
た
は
子
育
て
支
援
課

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

農
地
の
貸
し
借
り
が

安
心
し
て
で
き
ま
す

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
「
利
用

権
設
定
」
で
あ
れ
ば
、
貸
し
た
農
地
は
設
定
し

た
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、
離
作
料
な
ど
を
支
払

う
こ
と
な
く
貸
人
で
あ
る
農
地
所
有
者
に
返
っ

て
く
る
た
め
、
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が

行
え
ま
す
。

　

農
地
を
借
り
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
意

欲
あ
る
農
業
者
と
、
高
齢
や
勤
め
な
ど
の
事
情

で
耕
作
で
き
な
い
農
地
所
有
者
と
の
間
で
、
農

地
貸
借
な
ど
の
権
利
（
利
用
権
）
を
設
定
し
、

農
地
の
有
効
利
用
と
農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

　

利
用
権
設
定
は
、
町
が
農
業
委
員
会
の
決
定

を
経
て
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を
作
成
し
、
公

告
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が
生
じ
設
定
さ
れ
ま

す
。（
農
地
法
上
の
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

本
町
で
は
毎
年
3
月
の
農
業
委
員
会
の
決
定
を

経
て
、
4
月
に
公
告
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
権

設
定
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
権
設
定
の
申
請
に
つ
い
て

　

利
用
権
設
定
に
よ
る
農
地
の
貸
し
借
り
を
希

望
す
る
人
は
、「
農
用
地
利
用
集
積
計
画
書
」
を

農
林
水
産
課
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

☆
貸
し
手
の
要
件
☆

　

⑴
農
業
者
年
金
の
受
給
者
で
な
い
こ
と
。

　

⑵
申
し
出
の
農
地
は
、小
作
地
で
な
い
こ
と
。

締
切
日

　

4
月
公
告
分
…
…
…
…
…
…
2
月
8
日（
木
）

問
合
せ
先

　

農
林
水
産
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４
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を
捜
す
か
、
責
任
を
持
っ
て
飼
え
な
い
な
ら
エ

サ
を
与
え
る
だ
け
の
無
責
任
な
接
し
方
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
放
た
れ
て
い
る
犬
と
出
会
っ
た
時
に
は
、
安

易
に
近
づ
い
た
り
、
触
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。】

　

不
幸
な
運
命
を
た
ど
る
動
物
を
こ
れ
以
上
増

や
さ
な
い
た
め
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
何
を
す

べ
き
な
の
か
し
っ
か
り
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
０

犬
・
猫
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

　

最
近
は
町
内
か
ら
も
だ
ん
だ
ん
と
減
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
野
良
犬
・
野
良
猫
で

す
が
、
実
際
に
は
、
い
ま
だ
に
多
く
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
動
物
と
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

1 

狂
犬
病
予
防
注
射

　

毎
年
1
回
、
4
月
か
ら
6
月
の
間
に
、
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
ま
だ
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
人

は
動
物
病
院
で
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

2 

や
め
よ
う
放
し
飼
い

　

毎
年
、
放
し
飼
い
の
犬
に
咬
ま
れ
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
天
気
が
悪
い
か
ら
と
い
っ

て
、
散
歩
の
代
わ
り
に
犬
を
放
す
こ
と
は
や
め

て
く
だ
さ
い
。
必
ず
引
き
綱
を
付
け
て
散
歩
し

ま
し
ょ
う
。

3 

犬
や
猫
を
飼
う
場
合
は
必
ず
最
後
ま
で
責

任
を
持
っ
て
育
て
よ
う

　

野
良
犬
や
野
良
猫
の
多
く
は
、
以
前
ペ
ッ
ト

と
し
て
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
面
倒
が
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
、
子
ど
も
が
増
え
す
ぎ
た
な
ど
の
、

飼
い
主
の
勝
手
な
理
由
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。
不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、

責
任
を
持
っ
て
育
て
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

※
特
に
犬
は
、
飼
う
場
合
は
登
録
、
亡
く
な
っ

た
場
合
は
死
亡
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま

だ
届
け
出
さ
れ
て
い
な
い
人
は
役
場
ま
た
は

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
飼
い
主
不
明
の
犬
・
猫
に
は
無
責
任
に
エ
サ

を
あ
げ
な
い
で
】

　

エ
サ
を
与
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
理
解
で

き
ま
す
が
、
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
で
更
な
る
不

幸
な
命
を
増
や
す
結
果
に
な
り
ま
す
。
飼
い
主

制度名 商工業育成資金利子補給制度 創業支援対策事業利子補給制度 中小企業退職金共済制度
加入促進補助制度

対象者

１ 町内で同一事業を１年以上経営して
いること

２ 町内の商工会員、越前焼工業協同組合
および準組合員であること

３ 申請時において納期到来した町税を
完納していること

４ 町の健全な発展に貢献していると認
められること

１ 資本金若しくは出資金3,000万円以下また
は従業員が100人以下の会社および個人

２ 町内の商工会員で、国、県および公庫などの
制度資金または金融機関の融資を受けてい
る人で商工会の審査を得たもの

３ 町内に本社または本店を有するもの
４ 申請時において納期到来した町税を完納し
ていること

町内に事業所を有する中小
企業者で雇用する従業員に
ついて、「中小企業退職金共
済制度」に新たに加入し、契
約の日の属する月から起算
して12か月分の掛金を納入
した人

対象となる
制度資金

福井県制度資金
日本政策金融公庫貸付
福井県商工貯蓄共済制度資金

１ 店舗または工場の新設および運転資金、設
備資金

２ 新規部門の導入を行う店舗または工場の増
築または新築および運転資金、設備資金

利子補給額
または
補給金の額

借入金額の0.3％以内
（一事業者の利子補給対象借入限度額は
1,000万円まで）

融資を受けた資金に対する支払利子額の1/2
以内
●新規事業：借入限度額3,000万円、
　　　　　  利子補給限度率4％　3年間
●新 部 門：借入限度額1,000万円、
　　　　　  利子補給限度額3％　2年間

契約締結時の共済掛金月額
の12か月分の20％

申請書
提出先

商工会員………………… 越前町商工会
越前焼工業協同組合員、準組合員
…………………… 越前焼工業協同組合

越前町商工会 商工観光課

提出期限 1月10日（木） 1月10日（木） 1月31日（木）

ふ
く
い
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

越前町商工業支援制度の申請期限が迫っています

　

福
井
県
で
は
、
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修

学
校
の
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
県
内
企
業
が
集
ま
り
、
会
社
情
報
、

採
用
計
画
な
ど
最
新
情
報
を
い
ち
早
く
入
手
で

き
ま
す
の
で
、
就
職
活
動
を
控
え
た
学
生
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

県
外
に
進
学
さ
れ
て
い
る
学
生
に
は
、
保
護

者
か
ら
こ
の
機
会
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
企
業
魅
力
発
見
フ
ェ
ア

日　
　

時　

1
月
4
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

（
受
付
開
始
午
前
10
時
30
分
〜
）

場　
　

所　

サ
ン
ド
ー
ム
福
井

（
越
前
市
瓜
生
町
５ｰ

１ｰ

１
）

参
加
予
定
企
業　

２
１
０
社

参
加
対
象
者

　

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
の
学
生
（
学

年
問
わ
ず
）
と
そ
の
保
護
者
・
大
学
関
係
者
・

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
若
年
者

（
既
卒
者
）

参
加
料　

無
料
（
事
前
登
録
不
要
）

問
合
せ
先　

福
井
県
労
働
政
策
課

☎
０
７
７
６ｰ

２
０ｰ

０
３
９
０

問合せ先　商工観光課　☎34 ｰ 8720

雪
対
策
で
快
適
な
冬
を
！

　

冬
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？
12
月
3
日
か

ら
7
日
ま
で
は
、「
雪
に
備
え
る
週
間
」
で
す
。
冬

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

考
え
、
安
全
、
安
心
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

☆
雪
が
降
る
ま
で
に
…

●

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
を
必
ず
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

タ
イ
ヤ
は
す
り
減
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

●

耐
寒
用
品
な
ど
を
含
め
た
非
常
持
ち
出
し
品

を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
雪
が
降
っ
た
ら
…

●

寒
い
屋
外
で
雪
か
き
を
す
る
と
き
は
、
健
康

管
理
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●

降
積
雪
時
の
マ
イ
カ
ー
の
利
用
は
な
る
べ
く

控
え
、公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

路
上
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
路

上
駐
車
は
せ
ず
、
必
ず
駐
車
場
に
と
め
ま

し
ょ
う
。

●

除
排
雪
さ
れ
た
雪
の
道
路
へ
の
投
げ
捨
て
は

止
め
ま
し
ょ
う
。

●

小
型
除
雪
機
に
よ
る
事
故
や
屋
根
の
雪
下
ろ

し
に
よ
る
転
落
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●

生
活
道
路
や
歩
道
、
バ
ス
停
、
消
火
栓
、
防

火
水
槽
、
用
水
路
付
近
も
地
域
ぐ
る
み
で
雪

か
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
雪
か
き
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

建
設
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
３

冬
期
間
の
上
下
水
道
料
の
お
知
ら
せ

漏
水
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

冬
期
間
は
積
雪
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
そ
の
月
の
上
下

水
道
料
金
は
最
後
に
検
針
し
た
月
の
料
金
の
9

割
を
概
算
で
請
求
し
、
そ
の
後
検
針
し
た
月
に

精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
概
算
料
金
の
期
間
は
、
検
針
の
お
知

ら
せ
票
（
レ
シ
ー
ト
）
が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
の
人
は
、
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
手
数
で
す
が
通

帳
の
記
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７

漏水の調べ方
①まったく水を使っていない状態に
する。（家の中や散水栓など蛇口
をきっちり閉める）
②パイロットマーク（下図参照）が
全く動かないかを確認する。

③漏水修理は越前町給水装置工事指
定店に依頼してください。 
（ゆっくりでも動くようなら漏水
の可能性大）

　
「
水
道
使
用
水
量
・
料
金
の
お
知
ら
せ
」
を
見

た
ら
使
用
水
量
が
い
つ
も
よ
り
多
い
。

　

ど
こ
か
で
水
が
流
れ
る
音
が
す
る
。

　

そ
ん
な
と
き
は
漏
水
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
を
通
過
し
た
水
量
に
対
す
る

料
金
は
お
客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

時
々
水
道
メ
ー
タ
ー
を
見
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

漏
水
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７

パイロット
マーク

冬
季
の
水
道
使
用
に
注
意

　

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
に
つ
れ
、
凍
結
に
よ
り

水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
や
給

水
管
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
い
つ

で
も
安
心
し
て
水
を
飲
め
る
よ
う
に
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
夜
間
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。

◎
蛇
口
や
水
道
メ
ー
タ
ー
の
周
り
に
保
温
材
や

布
な
ど
を
巻
い
て
保
温
す
る
。（
凍
結
の
防
止
）

◎
融
雪
に
は
水
道
水
を
絶
対
使
用
し
な
い
。

 

（
水
不
足
の
防
止
）

◎
空
き
家
や
冬
季
に
使
用
し
な
い
小
屋
な
ど
で

の
、
蛇
口
の
閉
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
点
検
す
る
。

◎
メ
ー
タ
ー
周
り
を
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
凍
っ
て
し
ま
い
水
が
出
な
い
場
合
は
？

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り

と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か
し
ま
す
。
直
接
熱

湯
を
か
け
る
と
破
裂
や
ヒ
ビ
割
れ
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
？

　

メ
ー
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
内
の
止
水
栓
を
閉
め
て
水

を
止
め
ま
す
。
そ
し
て
、
破
裂
し
た
部
分
に
布

か
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
て
応
急
処
置
を
し
て
か

ら
、
上
下
水
道
課
お
よ
び
指
定
工
事
業
者
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
屋
根
雪

下
ろ
し
事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　

一
人
暮
ら
し
高
齢

者
や
母
子
・
身
体
障
が

い
者
な
ど
の
家
庭
で
、

居
住
し
て
い
る
住
宅

の
屋
根
雪
下
ろ
し
作

業
を
実
施
し
た
場
合

に
は
、
屋
根
雪
下
ろ

し
事
業
補
助
金
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
母
子
・
身
体
障
が
い

者
な
ど
世
帯
の
う
ち
自
力
で
屋
根
な
ど
の
除
雪

が
困
難
な
世
帯
で
町
民
税
非
課
税
世
帯
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
町
内
お
よ
び
隣
接
市
町
に
屋
根

雪
下
ろ
し
を
依
頼
で
き
る
二
親
等
以
内
の
親
族

が
い
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

補
助
額

　

実
費
用
額
の
2
分
の
1
以
内
と
し
、
作
業
人

賃
金
は
1
時
間
あ
た
り
２
，５
０
０
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

　

一
冬
期
間
の
補
助
金
の
額
は
2
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
（
高
齢
者
）　

☎
３
４ｰ

８
７
１
１

　

社
会
福
祉
支
援
室

　
（
母
子
・
身
体
障
が
い
者
）　

☎
３
４ｰ

８
７
２
４

　

宮
崎
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　
☎
３
２ｰ

７
７
１
１

　

越
前
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　
☎
３
７ｰ

７
７
１
１

　

織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　
☎
３
６ｰ

７
７
１
１
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冬
期
間
は
、
積
雪
の
た
め
バ
ス
の
発
着
時

刻
の
遅
れ
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
利
用
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
最

寄
り
の
バ
ス
停
留
所
の
除
雪
に
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
４

健康で五体操作が出来る幸 竹内　涼子
叱られて積んだ試練に今がある 山田千栄子

『
入
札
参
加
資
格

更
新
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
』

　

平
成
25
・
26
年
度
に
町
が
発
注
す
る
工
事
な
ど

の
入
札
や
見
積
り
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
定
期
受
付
分
か
ら
申
請
方
法
が
変
わ

り
ま
す
の
で
、
提
出
の
際
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

平
成
25
年
1
月
7
日
（
月
）
〜

平
成
25
年
2
月
28
日
（
木
）

（
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

対
象
業
種

　

建
設
工
事
、
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

物
品
購
入
等
、
小
規
模
修
繕
等

提
出
書
類

　

指
定
様
式
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
）

①
申
請
で
入
力
し
た
様
式
を
印
刷
し
た
も
の

②
①
の
う
ち
「
業
者
カ
ー
ド
」
の
デ
ー
タ
（
媒

体
は
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
に
限
る
）

③
そ
の
他
、
添
付
が
求
め
ら
れ
て
い
る
書
類

申
請
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

資
格
適
用
期
間

　

平
成
25
年
5
月
1
日
〜
平
成
27
年
4
月
30
日

※
右
記
に
伴
い
、
現
在
入
札
参
加
資
格
を
有
し

て
い
る
人
は
、
お
手
元
に
お
持
ち
の
決
定
通

知
書
に
記
載
の
有
効
期
間
が
延
長
さ
れ
、
平

成
25
年
4
月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

監
理
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
９

県
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

　

県
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
り
払
い

ま
す
。
購
入
希
望
者
は
、
入
札
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

物　件 所　　　　在　　　　地 地　目 面　積 予定価格 備　考

Ａ 越前町織田153字内ノ宮1番2、61
（福井信用金庫織田支店となり） 宅　地 385.69㎡ 9,640,000円

Ｂ 越前町朝日21字観音山2番19
（国道417号線沿い　丹生高校近く） 山　林 186.25㎡ 2,980,000円 現 況

雑種地

入札日時　12月13日（木）
　　　　　　Ａの物件：午前10時40分　Ｂの物件：午前11時00分
入札場所　福井県庁6階　入札室
入札申込期限　12月11日（火）
　　　　　　詳しくは福井県ホームページをご覧ください。
問合せ先　福井県総務部財産・事務管理課　☎0776 ｰ 20 ｰ 0251

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主 管 課

平成24年度栃川地区消雪設備整備事業さく井工事 7,140,000 円 藤田さく泉工業㈱ 建 設 課

平成24年度越前がにミュージアム海水用冷水機取替工事 3,129,000 円 ㈱中西 商工観光課

平成24年度悠久ロマンの杜遊具施設整備工事 20,685,000 円 ㈱大生 商工観光課

平成24年度越前岬水仙ランド遊歩道改良工事 9,292,500 円 ㈱四ヶ浦建設 商工観光課

平成24年度越前北部漁業集落排水処理施設遠心脱水機等
修繕工事 8,925,000 円 荏原商事㈱

福井支店 上下水道課

平成24年度米の浦漁港施設用地整備工事 13,492,500 円 ㈱大生 水産振興室

平成24年度越前町立図書館空調設備 NO.１チラー修繕 5,670,000 円 ㈱丸安建設 町立図書館

平成24年度円満地区農道舗装工事 4,470,900 円
㈱キハラ
コーポレーション
丹生営業所

農林水産課

平成24年度県単林道事業湯屋ヶ谷線災害復旧工事 8,494,500 円 ㈱丸安建設 農林水産課

平成24年度赤井谷地区農道舗装工事 2,341,500 円 山中建設㈱ 農林水産課

平成24年度（県単）脇谷地区ため池整備工事 4,021,500 円 ㈱山﨑組 農林水産課

平成24年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上） 10月16日～11月15日

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

《
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
》

　

植
物
園
内
で
採
取
し
た
木
の
実
や
葉
っ
ぱ
、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
か
わ
い
い
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
作
り
ま
せ
ん

か
？

日　

時　

12
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

材
料
費　

２
０
０
円

　
　
　
　

※
別
途
入
園
料
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

(

大
人
３
０
０
円
、
中
高
生
２
０
０

　
　
　
　

  

円
、
小
学
生
１
０
０
円)

定　

員　

20
人
（
要
予
約
）

問
合
せ
先　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

☎
３
４ｰ

１
１
２
０

未
来
の
越
前
水
仙
展
示
会
と
合

同
講
演
会
開
催

　

越
前
水
仙
に
つ
い

て
、
最
新
の
研
究
成
果

を
専
門
家
が
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。
ま

た
、
貴
重
な
原
種
ス
イ

セ
ン
や
交
配
品
種
を
展

示
し
ま
す
。

講
演
内
容

　
「
越
前
水
仙
の
歴
史
と
文
化

―
越
前
水
仙
の
起
源
」

　

講
師
：
福
井
総
合
植
物
園 

園
長 

松
本 

淳

　
「
越
前
水
仙
の
品
種
改
良
の
現
状

―
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
と
交
配
で
新
品
種
」

　

講
師
：
福
井
県
園
芸
試
験
場坂

本
浩
主
任
研
究
員

日　

時　

12
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

場　

所　
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
内
自
然
文
学
資
料
館

参
加
費　

無
料

　
　
　
　
（
参
加
を
希
望
す
る
人
は
当
日
受
付

　
　
　
　

 

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。）

主　

催　

福
井
県
園
芸
試
験
場

問
合
せ
先　

福
井
県
園
芸
試
験
場

☎
０
７
７
０ｰ

３
２ｰ

０
０
０
９

　
　
　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

☎
３
４ｰ

１
１
２
０

迂回運行路線 積雪の場合、通行できない区間

宮崎地区巡回
ルート

蚊谷寺　　　　　　　　　　蝉　口

積雪により迂回運行するときは、
10分程度遅れることがあります。

12月29日（土）から1月3日（木）
までの期間は、運休します。

年末年始の運行案内

冬
期
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
の
お
知
ら
せ

自
分
で
打
つ
年
越
し
そ
ば
で

い
つ
も
と
違
っ
た
年
越
し
を
！

　

自
分
で
打
っ
た
年
越
し
そ
ば
を
食
べ
て
年
を

越
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
ば
打
ち
を
年
末
特
別

料
金
と
し
て
通
常
価
格
よ
り
安
く
体
験
で
き
ま

す
。

日　

時　

12
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
の
部　

午
前
10
時
〜

　
　
　
　

午
後
の
部　

午
後
1
時
〜

場　

所　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

そ
ば
道
場

参
加
費　

1
セ
ッ
ト
２
，５
０
０
円

（
年
末
特
別
料
金
）

　
　
　
　
（
通
常
価
格
1
セ
ッ
ト
３
，０
０
０
円
））

定　

員　

午
前
の
部
・
午
後
の
部
と
も
5
組

予
約
締
切　

12
月
27
日
（
木
）

申
込
・
問
合
せ
先

　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

☎
３
６ｰ

２
０
５
０
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実　施　日 会　　　　場 受付時間 健康診査 肺がん（結核）
検診

胃がん
検診

乳がん
検診

子宮頸がん
検診

12月 9日（日）
織田農村環境
改善センター
「サンライズ織田」

8：30 ～ 9：30 ○
9：00 ～ 10：30 ○ ○
9：15 ～ 10：15 ○ ○

栗の皮苦労のあとで栗ご飯 山内　千代
他人の子叱れないのがもどかしい 山谷　ゆり

～現在も日本では1日に70人が発症しています～
　結核は初期症状がかぜによくにているため、市販のかぜ薬などで治そうとしがち
です。受診や診断が遅れると、結核が重症化したり治りにくくなったり、周囲の人
に感染させる危険が高くなったりします。右記のような症状が2週間以上続いたら、
結核の疑いがあると考えて、医療機関で検査を受けるようにしましょう。

　40歳以上の人は年1回、医療機関または町の健診会場で結核の定期健診（胸部レン
トゲン撮影）を大切な人とともに受けましょう。

結核結核のの早期発見早期発見はは早期治療早期治療につながります。につながります。

＊1 健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。
 健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。
 ①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
 ②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください。）
 ③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください。）
 上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。
＊2 がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行います。
＊3 大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間であれば、上記の健診会場で回収しています。
 上記の日程に提出できない場合は毎週火・木曜日に織田保健福祉センター（織田病院となり）まで提出してください。

健康増進室  ☎36－1375　　保健衛生課  ☎34－8710問合せ先

ネット社会情報の糸操って 松村　典子
叱ったり諭したりして子の躾 武藤　久子

　人間ドックでは特定健診の内容に加え、上部消化管内視鏡検査や腹部超音波等の検査をしています。一度人間ドッ
クを受診するように計画されてはいかがでしょうか。
　町では国民健康保険に加入している人を対象として人間ドックの受診費用の一部を助成しています。ぜひ、この機
会にご利用ください。

★人間ドックを受診された人は、特定健康診査を受診したことになり、同一年度内に特定健康診査を受診することは
できません。また、人間ドックの健診結果データを特定健康診査用と

 して越前町に提供していただくことになりますので、ご了承ください。

人間ドックの助成をします！人間ドックの助成をします！

住民課  ☎34－8708問合せ先

【検査機関・個人負担金】　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　    （円）

所在地 検　査　機　関
1日ドック

1日ドック
＋

大腸検査

1日ドック
＋

前立腺検査

1日ドック
＋

乳がん・子宮がん検査
（40歳未満・50歳以上）

1日ドック
＋

乳がん・子宮がん検査
（40～ 49歳）

男 女 男 女 男 女 女
越前町 織　田　病　院 10,000 10,000 12,000 12,000 － － －

福井市
県民健康センター 13,000 14,000 － － － 14,000 14,000
福井県済生会病院 13,000 13,000 － － 13,500 15,000 16,000

※織田病院は乳がん検査、前立腺検査が含まれています。

【予約から受診までの流れ】
検査機関に
電話で予約

役場から受診
通知書が届く

受診日までに同意
書を役場に提出

検査機関で受診し
個人負担金を支払う

受診結果について不安なことや
聞きたいことがあれば、役場の
保健師にお尋ねください。

●せき
●たん
●胸痛
●体重減少
●微熱

対 象 者 ● 受診日において30歳以上で、越前町国民健康
保険に加入している人。

 ● 国民健康保険税を滞納していない世帯の人。
実施期間 ● 平成24年4月1日～平成25年3月30日まで。
  （受診日は、検査機関にご相談ください。）
申込期限 ● 1月31日（木）まで。
申込方法 ● 希望する検査機関に直接申し込んでください。
  （※申込みと受診時に保険証が必要です。）

検査機関 ● 越前町国民健康保険織田病院 
  ☎36-1000
 ● 県民健康センター（ふくい健康の森内） 
  ☎0776-98-8003
 ● 福井県済生会病院
  ☎0776-28-8513
個人負担金 ● 検査機関の窓口で受診時に納めてください。

年末年始の観光施設などの営業案内

施設名

12月 1月

26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 電話番号
市外局番(0778）水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

朝　

日　

地　

区

泰澄の杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34－2322

福井総合植物園
プラントピア ○ ○ × × × × × × × ○ ○ 34－1120

道の駅
「パークイン丹生ヶ丘」 ○ × × × × × × × × ○ ○ 34－2850

幸若苑 ○ ○ × × × × × × × × × 34－2095

越　

前　

地　

区

国民宿舎
かれい崎荘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39－1211
越前温泉露天風呂
「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

越前温泉露天風呂
「漁火」 ○ ○ ○ ○ ○ 11：00～ 17：00 ○ ○

37－2360
アクティブハウス
越前 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○

越前がに
ミュージアム ○ ○ ○ ○ ○ 10：00～ 16：00 ○ ○ 37－2626

越前岬水仙ランド ○ ○ ○ ○ ○ 10：00～ 16：00 ○ ○ 37－2501

道の湯 × ○ × × × × × × × ○ ○ 37－2260

なぎさの湯 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 13：00
から ○ 37－0637

織　

田　

地　

区

オタイコ・ヒルズ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ 36－2061

悠久ロマンの杜 ･
朋楽の里 ○ ○ × × ○ × × × × ○ ○ 36－2050

雨田光平記念館 ○ ○ × × × × × × × × ○ 36－2666

織田文化歴史館 ○ ○ × × × × × × × × ○ 36－2288

宮　

崎　

地　

区

花みずき温泉
「若竹荘」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ 32－2753

おもいでな
ファーム ○ ○ ○ ○ ○ 12：00

まで × × × × ○ 32－3545

越前陶芸村
文化交流会館 ○ ○ × × × × × × × × ○ 32－3200

福井県陶芸館 ○ ○ × × × × × × × × ○ 32－2174

陶寿園 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ 32－3105

コミュニティバス ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ 34－8714

○ 通常営業　× 休館　　　※表示時間に営業
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12月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch・デジアナ2ch）

※番組は予告なく変更されることが
ありますので、ご了承ください。

◎ 「Jr.＋ [ジュニアプラス ]」
 織田小学校 トイレ掃除大会～トイレ掃除で心もピカピカ～
 【12月8日（土）～ 12月14日（金）】
 ①  8：45～   8：55
 ②13：45～ 13：55
 ③20：15～ 20：25

◎ 「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
 西徳寺保育園
 【12月1日（土）～ 12月7日（金）】
 ①  8：55～   9：00
 ②13：55～ 14：00
 ③20：25～ 20：30

問合せ先 　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課  ☎21－3277

半額に操られてる秋財布 司辻　文子
三歩逃げ人を操るのはカラス 上坂　末男

目に見えぬ糸が操る水面下 木下百合子
薄皮を剥ぐよう友の快復度 原　　榮子

◎ 「越前町いきいき情報局」
 【12月8日（土）～ 21日（金）】
 観光周遊バスのご案内
 【12月22日（土）～ 1月4日（金）】
 冬の対策は万全に！（除雪・上水）
 ①  7：55～   8：00
 ②12：55～ 13：00
 ③19：55～ 20：00

家庭家庭でできるでできる

子ども子どもとのとの

ふれあい遊びふれあい遊び
楽し
い

　今回の遊びはスキンシップ体操で、特にお父さん
向けの動きの大きいものを紹介します。

① ジェットコースターだよ
　（0歳児向け）

③親子ジャンプ
　（2歳児以上向け）

② 抱っこでぶらんブラン
　（1歳児向け）

④ ヒコーキぶ～ん
　（2歳児以上向け）

両手を伸ばし、ジェットコース
ターのイメージで上下ゆっくり
その場を回ります。ゆるやかな
遠心力を子どもに伝えます。

親子向き合い、親は子どもの両手
首を握り、1・2の3でジャンプ！

向き合ってあぐらの中で支えな
がら横に「ぷらんぷらん」。慣れ
てきたら逆向きでお尻を持ち上
げ空中で「ぶらんぶらん」

あおむけに寝て膝を曲げ、すねの
部分に子どものおなかをつけて、
子どもを持ち上げます。怖がらな
い子は、上下にゆさぶってみます。

年齢に併せた遊びの体験が、
運動能力の発達につながります。

支援センターは、子育て中の皆さんの相談の場や、居場所づくりの場です。お母さんだけでな
くお父さん、おじいちゃんやおばあちゃんもぜひお孫さんと一緒に遊びにきてください。

織田子育て支援センター　住所／織田153－3　☎36－2232　開館時間／月～金 9:00～ 14:00編集

Q所得税の生命保険料控除の改正内容について教えてください。
Ａ： 平成24年1月1日以後に締結した保険契約について、介護医療保険料控除が設けられ、保

険料控除額の計算方法が以下のとおりになり、生命保険料控除限度額が100,000円から
120,000円に引き上げられました。

平成24年1月1日以後に締結した保険契約等（新契約）

平成23年12月31日以前に締結した保険契約等（旧契約）

新契約と旧契約の双方がある場合
　それぞれの計算式の控除額を合計した金額（上限40,000円）です。
　旧契約で計算した金額とのいずれか大きい金額が控除額となります。

（例）新契約30,000円、旧契約80,000円の一般生命保険料を支払った場合
  新契約保険料控除額　30,000円×1／2＋10,000円＝25,000円
  旧契約保険料控除額　80,000円×1／4＋25,000円＝45,000円
  新契約と旧契約の双方　25,000円＋45,000円＝70,000円　
  40,000円を超えるため控除額は40,000円
  旧契約保険料控除の方が大きいので一般生命保険料
　　　控除額は45,000円となります。

支払額の合計 控除額の計算式
20,000円以下 支払額全額

20,001円から40,000円まで 支払額×1／ 2＋10,000円
40,001円から80,000円まで 支払額×1／ 4＋20,000円

80,001円以上 上限　40,000円

支払額の合計 控除額の計算式
25,000円以下 支払額全額

25,001円から  50,000円まで 支払額×1／ 2＋12,500円
50,001円から100,000円まで 支払額×1／ 4＋25,000円

100,001円以上 上限　50,000円

町内全域をカバーするコミバスなら、どこまで乗っても高齢者（70歳以上）は100円！
　コミュニティバスは主に高齢者の利用を目的にルート設定しています。環状ルートや宮崎・越前・
織田巡回ルートの第1便は、織田病院の診察開始時間の8時30分に合わせて運行しています。

質問： 福鉄バスで、かれい崎から織田病院へ行くには、通常の
路線バス運賃（780円）が必要になり不公平では？

回答： 高齢者は右のカードと補助券があれば、町内区間に限り
100円で乗車できます。

－ 織田病院へはコミバスが便利です －－ 織田病院へはコミバスが便利です －

見　本

納税のお知らせ

固定資産税　　　第3期

国民健康保険税　第6期

納期限　12月25日（火）

「たんなんウェザーTV」の放送がスタート！！
　12月1日（土）から、地域に密着した気象生活情報チャンネル
「たんなんウェザーTV（地デジ12ch）」の放送がスタートしま
す。ケーブルテレビが配線された STB や地デ
ジ対応テレビであれば視聴できます。気象情
報がチェックできますので日々の暮らしの中
でお役立てください。

税務課  ☎34－8709問合せ先まちづくり課　☎34－8714問合せ先

主な運行地区 路　線　名 主　な　運　行　ル　ー　ト
朝日・宮崎 環状　右回り① 役場 7：55 ⇒ 八田 8：13 ⇒ 宮崎コミセン 8：22 ⇒ 織田病院 8：30
朝日・糸生 環状　左回り② 役場 8：05 ⇒ 上糸生 8：22 ⇒ 細野 8：30 ⇒ 織田病院 8：41
宮 崎 宮崎巡回　　④ 宇須尾 7：30 予約  ⇒ 中江波 7：48 ⇒ 小曽原 8：07 ⇒ 織田病院 8：28

越 前
越前巡回　　⑤ 左右 8：00 ⇒ なぎさの湯 8：09 ⇒ 上山中 8：18 ⇒ 織田病院 8：24
福鉄バス（路線バス）かれい崎 7：50 ⇒ くりや 8：03 ⇒ 梅浦 8：14 ⇒ 織田病院 8：29

織 田 織田巡回　　⑥
山田 7：45　 予約  ⇒ 萩野の里 7：47 ⇒ 織田コミセン 7：54 ⇒ 織田病院 8：04
茱原 8：15　 予約  ⇒ バスターミナル 8：30 ⇒ メルシ前 8：32 ⇒ 織田病院 8：36
平等 8：40　 予約  ⇒ 上野 8：45 ⇒ バスターミナル 8：49 ⇒ 織田病院 8：55
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実　施　日 場　　所 電話番号

12月11日（火） あ さ が お 保 育 園 34－1110

12月19日（水） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

12月19日（水） 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

12月21日（金） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

12月25日（火） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

12月12日（水） 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

12月19日（水） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常　　　　 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常　　　　 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。
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寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
本
格
的
な
冬
の

到
来
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
風
邪
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
日
頃
か
ら
手
洗
い
や
う
が
い
を
し
て

予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
プ
ロ
野
球
シ
ー
ズ
ン
は
終
わ
り

ま
し
た
が
、
巨
人
軍
フ
ァ
ン
の
私
に
と
っ

て
は
、
す
ば
ら
し
い
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。

交
流
戦
優
勝
・
リ
ー
グ
制
覇
・
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
シ
リ
ー
ズ
優
勝
・
日
本
一
そ
し
て
ア

ジ
ア
№
1
と
、
言
う
こ
と
な
い
シ
ー
ズ
ン

で
し
た
。
来
年
も
、
大
い
に
期
待
し
た
い

で
す
ね
。

　

今
年
も
、
あ
と
1
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
忘
年
会
や
大
掃
除

な
ど
何
か
と
忙
し
く
な
る
12
月
、
体
調
に

気
を
つ
け
、
元
気
に
新
年
を
迎
え
た
い
で

す
ね
。

人口と世帯
（11月1日現在）

　

11
月
17
日
・
18
日
に
開
か
れ
た
「
越
前

か
に
ま
つ
り
」
で
の
一
コ
マ
で
す
。

　

ま
つ
り
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
で

賑
わ
い
、
冬
の
味
覚
「
越
前
が
に
」
を
求

め
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

人　口 23,565人

　男 11,398人
　女 12,167人
世帯数 7,251戸

（前月より3人増）

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

　

劔
神
社
と
平
重
盛
の
関
係
を
探
る
３

　

今
回
は
3
回
シ
リ
ー
ズ
の
最
後
で
す
。

　

織
田
信
長
が
天
下
を
身
近
な
も
の
に
し
て
か
ら
、
平
氏
を

名
乗
り
始
め
た
と
い
う
こ
と
を
2
の
と
き
に
触
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
漠
然
と
平
氏
を
名
乗
っ
た
信
長
で
し
た
が
、
足
利

義
昭
を
追
放
後
の
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
九
月
に
は
、
平
重

盛
の
子
孫
と
い
う
具
体
的
な
名
前
が
出
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
氏
の
な
か
で
も
、
な
ぜ
重
盛
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
謎
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
劔
神
社
と
信
長
の
関
係
を
『
劔
神
社
文
書
』
か
ら
追

い
ま
す
。
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
八
月
に
朝
倉
氏
を
滅
亡
さ

せ
越
前
を
平
定
し
た
信
長
は
、
十
月
に
劔
神
社
に
対
し
て
手

厚
い
保
護
を
加
え
る
な
ど
特
別
の
待
遇
を
命
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、柴
田
勝
家
は
劔
神
社
・
織
田
寺
の
門
前
に
対
し
て
税

の
負
担
を
免
除
す
る
文
書
を
出
し
ま
す
が
、
そ
こ
に「
当
社
の

儀
は
殿
様
御
氏
神
」と
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
文
書
か
ら
信
長

が　

劔
神
社
を
氏
神
と
し
て
崇
敬
す
る
な
ど
、
深
い
つ
な
が

り
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

次
に
、
平
重
盛
と
劔
神
社
は
ゆ
か
り
が
深
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
1
の
と
き
に
触
れ
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、劔
神
社
は

平
清
盛
に
焼
か
れ
た
も
の
の
、
息
子
の
重
盛
に
よ
っ
て
再
興

さ
れ
た
こ
と
、
室
町
時
代
に
は
重
盛
を
祀
る
小
松
社
が
存
在

し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
考
え
ま
す
と
、
ひ
と
つ
の
推
測
が
成

り
立
ち
ま
す
。
そ
れ
は
、
信
長
が
越
前
侵
攻
を
き
っ
か
け
に
、

劔
神
社
と
平
重
盛
の
関
係
を
知
り
、
数
あ
る
平
氏
の
な
か
で

も
重
盛
を
選
ん
だ
と
い
う
も
の
で
す
。

　

も
う
一
度
、年
代
的
に
整
理
し
ま
す
と
、信
長
の
越
前
侵
攻

に
よ
る
朝
倉
氏
の
滅
亡
が
一
五
七
三
年
八
月
、
平
重
盛
の
子

孫
話
の
流
布
が
九
月
、
信
長
に
よ
る
劔
神
社
へ
の
安
堵
状
発

給
が
十
月
で
す
。

　

つ
ま
り
、越
前
侵
攻
前
の
信
長
は
、そ
れ
ま
で
自
分
の
祖
先

が
織
田
か
ら
出
た
と
い
う
認
識
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

越
前
侵
攻
の
際
に
何
ら
か
の
形
で
劔
神
社
と
接
点
を
も
ち
、

平
氏
の
な
か
で
も
劔
神
社
と
関
係
の
あ
る
重
盛
と
い
う
人
物

の
名
前
を
あ
げ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

真
実
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
と
想
像
が
ふ
く
ら

み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室　

学
芸
員　

堀
大
介

西
田
中 

城
戸　

大だ
い

輝き

（
繁
徳
、
男
）

西
田
中 

宮
口　

佑ゆ
う

斗と

（
憲
治
、
男
）

西
田
中 

高
野　

真ま

菜な

美み

（
雅
仁
、
女
）

朝　

日 

宮
川　

亜あ

湖こ

（
直
幸
、
女
）

上
川
去 

冨
山　

結ゆ

衣い

（
真
吾
、
女
）

上
川
去 

爲
國　

龍り
ゅ
う

星せ
い

（
亮
一
、
男
）

気
比
庄 

月
田　

貴た
か

仁ひ
と

（
宏
和
、
男
）

田　

中 

溝
川　

咲さ

空ら

（
広
基
、
女
）

下
糸
生 

松
山　

公く

歩ふ

（
徳
英
、
男
）

小
曽
原 

望
月　

秋と

希き

（
麗
嗣
、
女
）

小
曽
原 

山
田　
　

茜あ
か
ね

（
大
、
女
）

江　

波 

竹
内　

梨り

菜な

（
敏
雄
、
女
）

江　

波 

桑
野　

明あ
す

真ま

（
篤
、
男
）

樫　

津 

山
﨑　

芽め

依い

（
裕
則
、
女
）

小　

樟 

濵
野　

綾あ

香こ

（
恭
平
、
女
）

小　

樟 

川
上　

晃こ
う

矢や

（
明
輝
、
男
）

大　

樟 

親
﨑　

琉り
ゅ
う

生せ
い

（
雄
大
、
男
）

　

厨 

別
司　

愛ま
な

花か

（
直
樹
、
女
）

寺　

家 

鈴
木　

陽ひ

心な
た

（
博
之
、
男
）

市　

場 

水
谷　

怜れ

央お

（
政
樹
、
男
）

細　

野 

佐
々
木　

蛍け
い

吾ご

（
孝
明
、
男
）

赤
井
谷 

山
岸　

永は
る

季き

（
健
秋
、
男
）

丸　

山 

竹
内　

慈な
り

仁ひ
と

（
重
人
、
男
）

西
田
中　

藤
田　

英
子
さ
ん
（
82
歳
）

内　

郡　

津
田　

之
さ
ん
（
69
歳
）

内　

郡　

寺
坂　

庄
八
さ
ん
（
96
歳
）

朝　

日　

粟
﨑　

一
さ
ん
（
86
歳
）

横　

山　

櫻
井　

秀
子
さ
ん
（
94
歳
）

上
糸
生　

渡
邉　

淨
子
さ
ん
（
89
歳
）

上
糸
生　

渡
辺
ハ
ツ
イ
さ
ん
（
97
歳
）

小
曽
原　

山
内　

正
二
さ
ん
（
80
歳
）

江　

波　

川
岸　
　

乾
さ
ん
（
96
歳
）

江　

波　

山
本　
　

清
さ
ん
（
84
歳
）

梅　

浦　

進
士　

髙
義
さ
ん
（
85
歳
）

梅　

浦　

小
道
世　

章
さ
ん
（
35
歳
）

梅　

浦　

山
本
ホ
カ
ヲ
さ
ん
（
92
歳
）

　

宿　
　

寺
野　

英
男
さ
ん
（
71
歳
）

小　

樟　

京
谷　

朋
美
さ
ん
（
74
歳
）

大　

樟　

内
ノ
宮
ツ
ル
子
さ
ん
（
82
歳
）

　

厨　
　

橋
本
シ
ヅ
エ
さ
ん
（
81
歳
）

高　

佐　

山
本
富
美
枝
さ
ん
（
90
歳
）

米　

ノ　

宇
佐
美
圭
司
さ
ん
（
72
歳
）

寺　

家　

森
﨑　

孝
榮
さ
ん
（
72
歳
）

杉
の
花　

小
辻　
　

茂
さ
ん
（
83
歳
）

西
ケ
丘　

井
田　

政
枝
さ
ん
（
87
歳
）

笈　

松　

佐
々
木　

廣
さ
ん
（
91
歳
）

上　

戸　

杉
森
フ
ジ
ヲ
さ
ん
（
90
歳
）

おはよう !  からはじめる家族時間  ～工夫して家族の時間を増やしましょう～

★第7回越前町図書館本の帯コンクール優秀賞受賞者★
　町内の小学3年生から中学2年生まで募集をしたところ、1,109点の応募がありました。審査の結果、
次の皆さんが優秀賞に選ばれました。　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（順不同・敬称略）

また、優秀作品を各図書館で巡回展示いたします。

＜展示期間＞
平成24年12月 1 日（土）～ 12日（水）　越 前 分 館
平成24年12月15日（土）～ 26日（水）　織 田 分 館
平成25年 1 月 5 日（土）～ 16日（水）　町立図書館
平成25年 1 月19日（土）～ 30日（水）　宮 崎 分 館

小学校3年生

田　邉　卓　也 （朝 日 小 学 校）
水　田　優　希 （朝 日 小 学 校）
田　村　知　以 （糸 生 小 学 校）
伊　藤　　　瞬 （萩 野 小 学 校）
伊　部　聡　汰 （萩 野 小 学 校）

小学校4年生

藤　澤　美　羽 （朝 日 小 学 校）
上　坂　純　輝 （朝 日 小 学 校）
正　木　未　来 （朝 日 小 学 校）
山　﨑　琴　音 （糸 生 小 学 校）
矢　坂　南　智 （宮 崎 小 学 校）

小学校5年生

青　井　　　悠 （朝 日 小 学 校）
川　口　駿　介 （糸 生 小 学 校）
松　葉　　　薫 （糸 生 小 学 校）
木　原　璃　音 （宮 崎 小 学 校）
大　栗　の　あ （城 崎 小 学 校）

小学校6年生

高　松　尚　輝 （朝 日 小 学 校）
土　井　ゆうか （朝 日 小 学 校）
佐々木　ゆ　う （糸 生 小 学 校）
木　原　夏　紀 （宮 崎 小 学 校）
伊　部　未　唯 （萩 野 小 学 校）

中学校1年生

國　廣　鮎　人 （朝 日 中 学 校）
奥　本　伶　奈 （朝 日 中 学 校）
藤　澤　圭　弥 （朝 日 中 学 校）
平　田　美　鈴 （越 前 中 学 校）
笠　原　菜々子 （織 田 中 学 校）

中学校2年生

児　玉　梨　帆 （朝 日 中 学 校）
福　田　美　空 （朝 日 中 学 校）
山　下　千　洋 （織 田 中 学 校）
鳥　居　咲　希 （織 田 中 学 校）
藤　木　　　萌 （織 田 中 学 校）

無料古本市の開催
町立図書館の所蔵していた雑誌などを無償提供します。

期　　間 12月1日（土）～ 24日（月）
場　　所 越前町立図書館（カウンター前）
提供雑誌 平成22年4月号～平成23年3月号
 オレンジページ、今日の健康、URALA、 
 すてきにハンドメイド、趣味の園芸、
 婦人公論、サライなど38種

叱られた事がなかった父の膝 関谷美和子
文化祭多くの人口会える日々 野田　艶子
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

12 ／ 16

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

13
：
30
～
15
：
00

（
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
）

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

17
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

18
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
萩
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

19
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

2歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
14
：
30

（
織
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

20
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館
）

21
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

22

23
天
皇
誕
生
日

【
休
日
当
番
医
】

橘
病
院

☎
36
-0
01
5

24
振
替
休
日

【
休
日
当
番
医
】

渡
辺
内
科
医
院

☎
34
-5
51
5

25
26
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

子
育
て
サ
ロ
ン
　
　
　
　

「
わ
い
わ
い
キ
ッ
ズ
」

10
：
00
～
11
：
30

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

27
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
　
　

福
祉
巡
回
相
談
会

13
：
30
～
14
：
30

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

28
29

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
医
院

☎
34
-0
04
4

30

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

31

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

1 ／ 1

元
　
日

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

2 【
休
日
当
番
医
】

両
林
病
院

☎
37
-0
00
5

3

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

4
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

5

6

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

7
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

8
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

9
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

悠
々
い
き
い
き
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

10
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

11
離
乳
食
教
室

9：
30
～
10
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

12
ど
よ
う
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

14
：
00
～
14
：
30

（
町
立
図
書
館
織
田
分
館
)

13
平
成
25
年
成
人
式

11
：
00
～

（
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
）

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院

☎
34
-0
22
0

14
成
人
の
日

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
32
-2
77
4

15
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

16
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

17
18
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

19
水
仙
・
カ
ニ
フ
ェ
ア

10
：
00
～
16
：
00

（
～
20
日
）

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
駐
車
場
）
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